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テーマ展担当　原恵理子さん（当館学芸員）
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※写真はすべて南相馬市博物館蔵
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令和２年度 冬の企画展 震災遺産を考える―次の10年へつなぐために―
2021年1月16日（土）～3月21日（日）

【会場】企画展示室
【観覧料】 一般・大学生 500円（20名以上の団体400円）／高校生以下 無料
＊企画展料金で常設展もご覧いただけます（会期中有効）。

【年間パスポート】1,500円
＊ご購入日より一年間、当館の常設展・企画展（当館主催のみ有効）を何回でもご覧いただけます。

【筑波匡介さんインタビュー】

＊企画展「震災遺産
を考える」の構成や

詳しい内容は、次号
のなじょな（2・3月

号）でご紹介します
！

【Ｑ２／今年は展示にあわせて“記録誌”ができます。その思いを一言。】
震災から10年が経過した今、これからの10年を歩むためにここで振り返ってみることが必要だと思い、

さらにこの振り返りの作業を内外へ伝えてゆくために、記録誌を作ることにしました。これは単なる

展示図録ではなく「震災遺産を考え」続けてきた、10年間の軌跡をまとめたものです。展覧会とあわせて、

ぜひ手に取って見てください。

【Ｑ１／展覧会のねらいは？】
展覧会が目指すキーワードは「自分事化」と「未来」です。展示をご覧になった方が、「ふくしまの経験」を自

分の事として身近に感じ、ご自身との対話の場としていただけるとうれしいです。東日本大震災という大

災害から、私たちは何を受け取るべきなのか。当館も手探り状態で考え続けてきました。当館が過去5回の

特集展のタイトルを一環して「震災遺産を考える」としてきたのは、こうした理由があります。簡単に答え

が出ない問題だからこそ、「考える」場をつくり、これからの10年を皆さんと一緒に考えていける展覧会を

目指します。それで今回は副題を「次の10年へつなぐために」としました。

平成27年度特集展

令和元年度特集展より（浪江中学校避難所の再現）

平成28年度仙台セッション（せんだいメディアテークにて） 平成30年度特集展より（被災したパトカー） 平成30年度特集展より（南相馬市ヨッシーランド壁紙）

牛がかじった柱レプリカ

平成26年度調査　角部内（南相馬市）の徳利

企画展担当　筑波匡介さん（当館学芸員）

テーマ展 ふくしまの焼きもの１―大堀相馬焼―
11月14日（土）～2021年1月11日（月・祝）　会場／常設展部門展示室「歴史・美術」
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展示構成
ポイント①  駒絵・青ひび・二重焼
　＊大堀相馬焼の典型的な技法をご紹介！
ポイント②  だけじゃない！大堀相馬焼
　＊ひびのない銅緑釉（青色）の土瓶・柿釉・色絵など、
　　技法・装飾が実はさまざま。大堀相馬焼の奥深い魅力をご紹介！
ポイント③  大堀相馬焼の「いま」
　＊2011年の東日本大震災後の大堀相馬焼についてお伝えします。

この写真を見て、何か分かりますか？シュードキダリスという名前で、スペインのジュラ紀の地層から
産出した化石です。中心の丸い部分からマラカスのようなものが生えていますね。実は原始的なウニで、
マラカスのようなものは棘なのです。残念ながら、棘が折れやすいためにあまり展示をする機会がありません。
折れた棘の化石は南相馬市からも発見されています。なお、この仲間は今でも日本近海を含む海に生きていて、
水族館でも見ることがあるかもしれませんよ。（猪瀬）

美術で感じる季節

くりくりおめめアップ！

柳下放牛図　佐竹永海筆　江戸時代後期　当館蔵

令和３年の干支は丑。みなさんの牛のイメージはどのようなものでしょ
うか。大きな体。ゆったりした動き。優しい目。荷物を運んだり田畑を耕した
りと長く私たちの暮らしに力を貸してくれた牛は家族のような動物であり、
貴重な財産とも考えられてきました。そのため奪われる恐れなく牛が野に
放たれている姿は、平和の象徴とされてきました。
大きな柳の木の下に二匹の牛が描かれた本図も世の平和を願って描かれた
ものでしょう。佐竹永海は会津出身の江戸時代の絵師。江戸で谷文晁に学ん
だ後、彦根藩のお抱え絵師となりました。華やかで品格ある作風の永海。本図
でも二匹の牛の愛嬌あふれる表情や柳の若葉が揺れる春の穏やかさを品
よくまとめ、安寧の空気感をよく伝えています。
のんびり、ゆったり、のびのびと。そして全ての人が平和に過ごせる令和３年
になりますように。 （小林）＊注意：展示はしていません。紙面でお楽しみください。

東日本大震災の発生から10年がたちます。「震災遺産を考える」をテーマとして、当館ではこれまで、毎年特集展を開催してきました。
こうした積み重ねを踏まえ、今回は初めて企画展として展覧会をご覧いただきます。
震災遺産収集の背景や、収集にたずさわった学芸員の思いなど、新たな視点を加えた展示です。
本展を通して、これからの10年を一緒に考えてみませんか。
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ねえねえマッキー！マッキーは「カゴ」「ザル」って

何に使うか知ってる？

さかなを獲るときに使ったことがあるよ！

いっぱい捕まえたな～。

使ったことがあるんだね！じゃあ、編み方を

ちゃんと見たことある？
え？「カゴ」「ザル」の編み方って全部同じ

じゃないの？
入れるものによって、「カゴ」や「ザル」の編み方が

それぞれ違うんだ。ここでクイズです！

網目をよ～く見ると、

網目の大きさが違うね！

網目の大きさと入れるモノの

大きさを照らし合わせてみると

わかるかも！？

ポイント展

「道具とくらしのうつりかわり」

を見ると、この網目のカゴやザル

がどんな形かわかるよ。
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※こたえは「なじょな」のどこかにあるよ！
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